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中国圏・四国圏の連携テーマについて

○多様な地域が連携した一体感のある中国圏の形成
○隣接圏域を含めた交流･連携による活力・魅力の向上
○東アジアを始め世界に開かれた交流・連携
○中国圏の持続的発展を支える多様な人材の育成・確保

○国際競争力のある産業の振興
○地域の活力につながる産業の振興
○地域資源を活かした地域経済の活性化
○地球温暖化・エネルギー問題への対応による産業の振興

※ は隣接ブロックと連携すべき分野

○中山間地域等と都市地域との交流・連携等による生活サー
ビス機能の確保
○安全・安心な国土・地域づくりの推進
○多様な主体が連携・協働した地域づくりの推進

中国圏の将来像 連携テーマ

連携テーマ２
産業集積地間の
連携による

国際的な産業拠点形成

連携テーマ３

瀬戸内海の
環境保全と修復

連携テーマ５

広域交通ネットワークの連
携促進

連携テーマ４

暮らしの安全・安心と
防災ネットワークの整備

連携テーマ１

広域観光・インバウ
ンド観光の推進

①災害に強い地域をつくる
②自然・地球環境との調和を高める
③地域の暮らしの快適性を高める

①絶え間ないイノベーションにより世界に通用する産業を育
てる
②多元的成長力を持つ産業集積を高める

①美しい風土を形成し、地域の魅力を高める
②歴史・文化的資源を継承し地域の独自性を発揮する

①東アジア・世界との交流を活性化する
②環瀬戸内海や全国との交流を活性化する
③圏域内の交流を活性化する

①農山漁村（中山間地域等）の暮らしと環境を支える
②都市の魅力・快適性を高める

四国圏の目標

１．地域の多様性を活かした交流・連携で、持続的に発

展する中国圏

２．産業集積や地域資源を活かした新たな挑戦で、持続

的に成長する中国圏

３．多彩な文化と自然を活かして、多様で豊かな生活を

楽しめる中国圏

①安全・安心を基盤に、快適な暮らしを実感できる四国
～心穏やかに暮らせるやすらぎの実現～

②地域に根ざした産業が集積し、競争力を発揮する四国
～グローバル化を生き抜く産業群の形成～

③歴史・文化、風土を活かした個性ある地域づくりを進め、
人をひきつける四国
～おもてなしの心あふれた癒やしの実現～

④東アジアを始め、広域的に交流を深める四国
～進取の息吹を与える交流の創出～

⑤中山間地域・半島部・島しょ部等や都市が補完しあい
活力あふれる四国
～農山漁村と都市の共生～
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世界遺産周遊
（原爆ドーム、厳島神
社、石見銀山）

産業観光
（ものづくり）

自然体験
(農村・山・高原)

日本海沿岸周遊
（魚、港、歴史）

自然体験
(農村・山・川)瀬戸内海沿岸周遊

（島、港、橋、歴史）

自然体験
(海・自然)

瀬戸内アートネッ
トワーク

しまなみ海道

広島・宮島・岩国地域
観光圏

にし阿波
観光圏

連携テーマ１ 広域観光、インバウンド観光の推進

中国圏・四国圏の主な特徴

空港・港湾・高速道路に加えて、本四架橋や航路等の中国圏・四国圏が共有する特徴ある交流基盤を活かして、瀬戸内海を始めとする両圏域の観光資源を磨き、繋ぐ広域観光ルートの形成や国
内・国外クルーズの誘致、インバウンド観光の推進等を図る。

■東アジア等を中心としたインバウンド観光振興
○東アジアの経済成長によるインバウンド（外国人観光旅客の来訪）の拡大が予想されている中
で、中国圏・四国圏においても、中国や韓国を主体とした国際定期路線のある空港・港湾を有し
ており、中国や台湾への国際旅客チャーター便を運航した実績もあるなど、東アジアをターゲット
としたインバウンド観光の振興を図っている。
○両圏域では欧米からの観光旅客のシェアが全国に比べて高いことから、東アジアのみではなく、
欧米からのインバウンド観光の振興も図っている。

■美しい自然風景、豊かな地域資源、独自の文化の存在
○中国圏・四国圏ともに、古い歴史と多彩な自然に恵まれ、国内外に通用する観光地を有してい
るほか、それぞれの圏域において観光圏の整備も進められている。特に、両圏域が共有する瀬
戸内海は多島美に恵まれ、クルーズ等の国際的な周遊観光や、温暖な気候や新鮮な食材を生
かした体験型観光・滞在型観光にも適している。
○瀬戸内海の沿岸には、港町等の歴史的なまち並みや水軍に関連する遺産、徒歩や自転車で
島々を渡ることができる瀬戸内しまなみ海道等、両圏域に共通する資源があり、「瀬戸内・海の
路ネットワーク推進協議会」等の広域連携による活動も行われているなど、これらの資源を磨き、
繋ぐことによって、特徴あるテーマを持った観光ルート形成のポテンシャルを有している。

①インバウンド観光の推進と受け入れ体制の整備

○訪日外国人観光旅客に向けた主要観
光地を結んだ観光ルートの設定や、食
文化や体験観光等テーマに特化した
ルートの設定
○国際観光テーマ地区（瀬戸内地区・東
中四国地区）の海外へのＰＲ等の実施、
東アジアや欧米等の旅行会社・メディア
の招請による情報発信
○新たな定期航空路、海路の開設や、台
湾と岡山・米子・高松空港との国際旅
客チャーター便の運航等による、中国
圏と四国圏を巡る広域周遊型の旅行の
提案
○観光地へのアクセスの改善等旅客の
移動の容易化を図る

②広域観光の推進

○歴史的まち並みや水軍に関する遺産、徒歩や自転車で島々
を渡ることができる瀬戸内しまなみ海道等中国圏・四国圏の
共通の資源を活用したテーマ観光ルートの形成
○ボランティアガイドやこだわりの食の提供、農林漁業体験によ
るグリーン・ツーリズム、スローツーリズム等の創出
○外国人観光旅客のニーズに柔軟に対応するため、近畿圏・
九州圏も含めた、長期滞在型の広域観光体制の構築
○中国圏・四国圏への誘客に向けた広域観光情報の発信

（事例）岡山・香川広域観光協議会

岡山県と香川県が共同で
各種観光事業を推進するこ
とにより、両県への観光旅
客誘致を図ることを目的に
平成3年度に設立。旅行会
社視察事業、情報発信素
材作成事業、瀬戸内海の
魅力発見事業等を実施。

岡山・香川広域観光協議会
による旅行会社視察の様子
（鬼ノ城（岡山県総社市））

（事例）台湾からの国際旅客チャーター便
2007年3月から4月にかけて、台湾の立栄航空が米子空港・高松空港と
台湾を結ぶ国際旅客チャーター便を9便運航し、1,212人の利用があっ
た。行程は４泊５日で、鳥取、香川の両県を含む中国、四国、近畿の主
な観光地を巡った。

③国内・国外クルーズ誘致

○両圏域が連携した国内・国外クルーズの誘致
○多様な主体の連携によるクルーズの広報活動や寄港地歓迎イベ
ントの実施、寄港地周辺の観光ルート形成

クルーズのイメージ

主な取組

①インバウンド観光の推進と受け入れ体制の整備

②広域観光の推進

③国内・国外クルーズ誘致

④瀬戸内海ブランドの構築

④瀬戸内海ブランドの構築

○瀬戸内海及びその周辺を瀬戸内フィールドミュージアムとする取組
の促進等、瀬戸内海の景観、歴史、文化、食、まち並み等の多彩な
資源を生かした瀬戸内海ブランドの構築
○農業交流・連携や瀬戸内海の水産資源の育成による、新しい特産
物の生産に向けた取組等を進める

米子空港

足立美術館
倉吉

鳥取
大根島
松江

玉造温泉

出雲大社

倉敷

瀬戸大橋
高松

明石海峡大橋

神戸
姫路城

天橋立
城崎

湯村温泉

高松空港琴平

国際線のチャーター便
（高松空港の事例）

中国・四国地域の国際航空路線・国際航路

（事例）瀬戸内国際芸術祭

2010年に、瀬戸内海の７つの島（直
島、豊島、女木島、男木島、小豆島、
大島、犬島）と高松を会場として、島々
の歴史や文化を活かした現代アート
の祭典を開催予定。

（事例）しまなみ海道１０周年記念事業
平成２１年５月に、広島県尾道市と
愛媛県今治市を結ぶ「瀬戸内しまなみ
海道」が開通１０周年を迎えることから、
同年４月から１０月までの半年間にわ
たり、「花とアートでつなぐ人・島・未
来」をテーマに、両県が協働して記念
事業を実施。 来島海峡大橋（愛媛県今治市）

（事例）瀬戸内海ポータルサイ
ト構築による情報発信

「瀬戸内・海の路ネット
ワーク推進協議会」では、
瀬戸内海ポータルサイト
「uminet.jp」を開設し、歴史
文化、食等瀬戸内海を知り、
遊び、訪れるための情報を
発信している。

（事例）瀬戸内海クルーズ・インバウンド商品化事業

中国、韓国、台湾のメディアと旅行会社を対象に、クルーズ体験及び視察ツアーを実施
し、ＰＲ、商品化に取り組んでいる。

（事例）米子空港・高松空港と台湾を結ぶ
国際旅客チャーター便

2007年3月～4月で
のべ1,212人が利用

＜プログラムチャーター便※ 平成19年実績＞※一定期間連続して運航される貸切機
台湾(台北･高雄)←→米子･岡山←→高松←→台湾(台北･高雄) H19.3～4【全14便】
台湾(台北)←→鳥取←→高松←→台湾(台北) H19.4【全3便】
香港←→岡山 H19.7～9【全12便】
台湾(高雄)←→岡山←→山口宇部←→台湾(高雄) H19.10～11【全11便】

下関港

松山空港

高松空港

岡山空港

広島空港

美保飛行場(米子空港)韓国

中国・韓国以外

米子－ソウル 3 便/週(アシアナ)
岡山－ソウル 7 便/週(大韓航空)
広島－ソウル 7 便/週(アシアナ)
高松－ソウル 3 便/週(アシアナ)
松山－ソウル 3 便/週(アシアナ)

山口宇部
空港

下関－釜山 7 便/週(関釜フェリー)

岡山－上海 7 便/週(中国東方航空)
岡山－大連－北京 3 便/週(中国東方航空)
広島－上海 7 便/週(中国東方航空)
広島－大連 4 便/週(中国南方航空)
広島－大連－北京 5 便/週(中国国際航空)
松山－上海 2 便/週(中国東方航空)

Ｈ20.10.1現在（定期便）

鳥取空港

中国

下関－青島 3 便/週
(オリエントフェリー)

下関－蘇州(太倉) 1 便/週
(上海下関フェリー)

岡山－グアム 2 便/週(コンチネンタル航空)
広島－台北 7 便/週(チャイナエアライン)
広島－グアム 2 便/週(コンチネンタル航空)
広島－バンコク 2 便/週(バンコクエアウェイズ)

関西国際空港

欧米・アジア
（多方面頻発）

福岡空港

アジア
（多方面頻発）

クルーズルートの例

下関

萩

境

広島 尾道糸崎

三島川之江

宇和島

宿毛湾

宇野
小豆島

高松

徳島小松島

韓国へ

九州・沖縄・東南アジアへ

北陸へ

神戸へ

浜田

松山

今治

高知

坂出

あしずり

鳥取

温泉津

水島

呉

岩国

三田尻中関
宇部

(注)H13～H19年間の寄港実績
(国土交通省調べ)

100隻以上
50～100隻未満
10～50隻未満
10隻未満

凡例(主なクルーズ船寄港地)

山陰文化観光圏
歴史文化周遊
（神話、遺跡）

【東中四国地区】
岡山県、鳥取県、島根県、香川県、高知県

四万十・足摺エリア
（幡多地域）観光圏

黒潮文化周遊
（魚、港、歴史）

歴史文化周遊
（八十八箇所巡り）

（事例）ビジットジャパン案内所○外国人観光旅客受け入れ
のための接客マニュアルの
共有化や訪日外国人観光旅
客の受入研修の共同開催の
実施、外国人観光旅客が一
人歩き出来るよう旅行案内
所の多言語表示化

（事例）外国人観光旅客
向け接客マニュアル

瀬戸内国際芸術祭チラシ
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【瀬戸内地区】
広島県、山口県、愛媛県

国際観光テーマ地区



連携テーマ２ 産業集積地間の連携による国際的な産業拠点形成
中国圏・四国圏における造船業と舶用工業のクラスター形成の強みを生かして、国際競争力のある造船産業ゾーンの形成を図るとともに、瀬戸内海沿岸域に立地するリサイクル拠点をネットワーク
化して、環境・循環型産業の活性化を図る。また、中国圏と四国圏とのビジネス面での交流を強化し、新たな事業展開に向けて経済的な結びつきの強化を図る。

九州・沖縄

27.5%

四国

24.5%

中国

23.6%

関東

12.6%

中部・北陸

4.4%

近畿

3.8%

北海道・東北

3.6%

船舶製造･修理業の製造品出荷額

ブロック別内訳（2006年）

（資料）平成18年工業統計

中国圏・四国圏の主な特徴

■ものづくり産業の集積
○中国圏・四国圏においては、臨海部に複数のコンビナートを擁しており、石油、鉄鋼、化学等の基礎素材型産
業や、自動車・造船等の加工組立型産業等、ものづくり産業の集積・立地が多数ある。特に瀬戸内海では造
船業とそれに関連する船体ブロック産業や舶用工業、海運業が集積しており、中国圏と四国圏で日本の造船
の約5割、世界の2割近くを生産している。
○本四架橋整備により、四国圏から中国圏への産業機械の輸送が大きく拡大し、舶用機器等の物流もさらに活
発化している。

■瀬戸内海沿岸におけるリサイクル拠点の集積
○瀬戸内海沿岸においては、鉄鋼・セメント・製紙等の基礎素材型産業が集積しているが、それぞれの産業特
性を生かして、各種の産業廃棄物を再資源化する取組が進展している。また、岡山県、広島県、山口県、香川
県直島町、愛媛県、高知県高知市におけるエコタウン事業の取組や、神戸港、徳山下松港、宇部港、三島川
之江港、北九州港等がリサイクルポートに指定されるなど、リサイクル拠点の整備が進められている。

①国際競争力のある造船産
業ゾーンの形成

②環境・循環型産業の活性化

③新事業展開に向けた広域
的連携の推進

主な取組

341

2,117

2,444

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

S60 H7 H17

四国発→中国着の産業機械の物流量

（トン）

①国際競争力のある造船産業ゾーンの形成

○瀬戸内海沿岸の素材産業拠点において、各地域のリサイクル産業を成長させ、地理的に近接する強みを生かした海上輸送
による効率的な静脈物流ネットワークの形成と環境・循環型産業の活性化

※リサイクルポート : 広域的なリサイクル施設の立
地に対応した静脈物流ネットワーク拠点となる港湾で
国により指定されるもの。

②環境・循環型産業の活性化

（事例）リサイクルポートの整備と指定

（事例）静脈物流ネットワークの形成

○造船関連産業の集積を活かし、瀬戸内海の海運や本四架橋等の既存ストックを活用したより迅速で効率性の高いサプ
ライチェーンの形成
○造船業と舶用工業・素材産業・大学等との連携による研究開発の推進
○因島技術センターと今治地域造船技術センターとの交流・連携や機能強化による現場技術力の一層の強化、人材育成
○造船産業への理解を深める啓発事業や、造船業と観光との連携、地域イメージの向上等海事都市づくりの推進

※本図は、瀬戸内静脈物流事業化推進協議会において検討されている静脈物流ネットワークを図示したものに、既にリサイクルポートに指定された港
湾や【】内の各港の積み卸しで想定される廃棄物を追記したものです。

北九州港

（資料）瀬戸内静脈物流事業化推進協議会ＨＰ

【焼却灰・汚泥、
廃プラ、廃タイヤ】

【焼却灰・汚泥、
廃プラ、廃タイヤ】

【鉄くず】

【廃プラ】
【木くず、廃油、廃酸】

【シュレッダーダスト、金属】

【焼却灰】 三島川之江港

民間リサイクル業者10社が協議会を設立し、取り組み
を進めている。廃棄物をコンテナに入れ、バージ船で
輸送している。

徳山下松港宇部港

姫路港
神戸港

リサイクルポートに指定された港湾

瀬戸内静脈物流事業化推進協議会において想定さ
れている港湾

※【】内は各港の積み卸しで想定される廃棄物

【廃タイヤ、廃車、廃プラ】

【廃車】

【ペットボトル、廃車】 【古紙、木くず】

③新事業展開に向けた広域的連携の推進
○中国圏と四国圏の連携によるビジネスマッチング交流会や産業交流会の開催等、新事業の展開に向けた参加企業の販路拡大や商品のＰＲ支援により両圏域の結びつきを強化
○境港や浜田港において開設された定期貨客船航路の活用による、成長著しい北東アジアとの新たなビジネスチャンスの創出

（事例）ビジネスマッチング
「ビジネスフェア中四国2009」
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三島川之江港
リサイクルポート



連携テーマ３ 瀬戸内海の環境保全と修復

中国圏・四国圏の主な特徴

中国圏・四国圏において、瀬戸内海を共有する近畿圏・九州圏と連携して、豊かな生活や交流の基盤として活用するため、瀬戸内海の漂着ごみ、漂流ごみ、海底ごみの清掃活動や、「瀬戸内海環境
修復計画」に基づく環境浄化と環境修復のための多様な活動を広域で推進し、環境の質を高める。

■広域連携による瀬戸内海清掃活動の実施
○瀬戸内海では水質改善と併せて、大量の漂流ごみ・漂着ごみ・海底ごみ対策が課題となっている。
○瀬戸内海沿岸の107の市町村と11府県等が集まり、毎年沿岸の美化活動等を行う「瀬戸内・海の路ネットワーク推進協
議会」による活動が展開されている。

■干潟・藻場の減少等の環境変化に対応した様々な活動の実施
○瀬戸内海においては戦後、干拓・埋め立てにより干潟の約２割が消失し、アマモも昭和60年以降約7割が消失した。こう
した背景の中で、漁獲量も昭和50年代から減少している。
○環境保全、水産資源保護、環境修復に係わる多くの公設試験研究機関・大学・NPOが、環境保全と修復に関わる様々な
活動を展開している。
○瀬戸内海の全域を対象として、浅場の修復を図る「瀬戸内海環境修復計画」が策定されている。

①瀬戸内海のクリーンアップ

②瀬戸内海の環境修復

①瀬戸内海のクリーンアップ

○海域毎に取り組まれている海面清掃船による漂流ごみ・油の回収活動の実施
○瀬戸内海沿岸の清掃活動といった「里海としての再生」に係る取組の継続実施、沿岸域の
モニタリングの実施
○行政・漁業者等の連携による海底ごみの回収・処理等システムの確立
○沿岸自治体だけでなく広域的な行政の連携による陸域からのごみや生活排水等の流入防
止

②瀬戸内海の環境修復

○環境保全と修復に関わる各種の公設試験研究機関・大学・ＮＰＯ・住民・漁業者等による情報共有や研究機能の強化と連携
○「瀬戸内海環境修復計画」に基づき、様々な主体の連携・住民参加・協働により、藻場・干潟の造成や海砂利採取跡地の修復、覆砂等の整備を推進し、鉄鋼
スラグや石炭灰等の産業副産物の有効活用を図るなど、他の自然環境の改変の抑制も努めつつ、赤潮や水質汚濁、底質の改善を図り、漁場としての生物生
産性の向上を図る
○景観保全に向けた景観計画の策定を推進

瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会 会員市町村

瀬戸内海沿岸に位置する各市町村が一堂に会し、新たな文化の創造、観光、レクリェーション
の振興と発展を図ることを目的に、平成３年５月に設立。

「リフレッシュ瀬戸内」による海辺の清掃活動、外国客船歓迎イベント等瀬戸内海様々な魅力発
信、「みなとナビせとうち」による航路情報の発信等様々な交流・連携活動を行っている。

Dr.海洋
（神戸港）

はりま
（和歌山下津港）

おんど2000（呉港）

がんりゅう
（北九州港）

いしづち（松山港）

油回収除く

みずき（徳島小松島港）

わしゅう （坂出港 ）

海面清掃船による海洋環境整備事業

（事例）瀬戸内海沿岸及び河川の連携した美化活動

瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会では住民参加で海岸
の清掃活動を行う「リフレッシュ瀬戸内」を実施。美しい瀬戸内を
守る啓発や協議会を広く一般に広報。平成１６年からは『瀬戸内
川と海のクリーンアップ大作戦』～瀬戸内の生命（いのち）育む
川と海～ をテーマに、海と川で毎年連携して清掃活動に取り
組んでいます。平成２０年は約１５万人が参加。

主な取組

（イメージ）公設試験研究機関等の連携

（事例）瀬戸内海の主な環境修復事業

（事例）東備地区広域漁場整備事業

（事例）海ごみ対策検討会における海ごみ対策マニュアル策定事業

平成18年3月に設置された瀬戸内海海ごみ対策検討会では、瀬戸内海の海ごみによる汚染を防止する
ため、日本海沿岸におけるクリーンアップや漂流・漂着ごみの情報共有の連絡体制、知見を活かして、海
ごみの回収知見を集約した「海ごみ回収マニュアル」の策定に取り組んでいる。

（事例）瀬戸内海資源回復計画

緊急に資源回復を図る必要がある魚種について、漁獲の制限、種
苗放流、漁場環境の保全等必要な対策を総合的、計画的に推進。
瀬戸内海における広域種の計画
1．サワラ瀬戸内海系群資源回復計画
2．周防灘小型機船底びき網漁業対象種資源回復計画
（カレイ類、ヒラメ、クルマエビ、シャコ、ガザミ）

3．カタクチイワシ瀬戸内海系群（燧灘）資源回復計画

・山口県環境保健センター
・山口県産業技術センター
・山口県水産研究センター
・山陽小野田市環境調査センター

・水産総合研究センター瀬戸内海区水産研究所
・産業技術総合研究所中国センター
・広島県立総合技術研究所
・広島市衛生研究所
・広島市工業技術センター
・広島大学産学連携センター
・広島大学大学院理学研究科附属臨海実験所
・広島大学瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター竹原ステーション
・福山大学内海生物資源研究所

・岡山県環境保健センター
・岡山県工業技術センター
・岡山県生物科学総合研究所
・岡山県水産試験場
・岡山大学理学部附属臨海実験所

・愛媛県立衛生環境研究所
・愛媛県農林水産研究所
水産研究センター

・愛媛県農林水産研究所
水産研究センター栽培資源研究所

・愛媛県中予水産試験場

・産業技術総合研究所四国センター
・香川県環境保健研究センター
・香川県水産試験場
・香川県赤潮研究所
・香川大学附属浅海域環境実験実習施設

・徳島県保健環境センター
・徳島県立農林水産総合技術支援センター水産研究所

(美波庁舎，鳴門庁舎)

広島県

山口県 岡山県

愛媛県

徳島県香川県

平成20年4月1日現在

瀬戸内海の環境保全にかかる施策を総合的かつ計画的に推進するため「瀬戸内海環境修復計画」を策定。
平成16年より概ね20年間で藻場・干潟等の浅場を約600ha修復することを目標としている。
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岡山赤十字
病院

福山市民病院

独立行政法人
国立病院機構
呉医療センター

徳島赤十字病院

徳島県立
中央病院

香川大学
医学部
付属病院

愛媛県立
新居浜病院

愛媛県立
中央病院

市立宇和島病院

高知赤十字病院

徳島県立
三好病院

物資提供
人材派遣

巡回診療

広域救急医療体制
島しょ部医療体制

物資提供
人材派遣

巡回診療

津山中央病院

救急搬送
血液輸送

救急搬送
血液輸送

川崎医科大学附属病院

鳥取県立中央病院

鳥取大学医学部
附属病院

島根県立中央病院

松江赤十字病院

独立行政法人
国立病院機構
浜田医療センター

県立広島病院

独立行政法人
国立病院機構
岩国医療センター山口県立

総合医療
センター

独立行政法人
国立病院機構
関門医療センター

広島市立
広島市民病院

広島大学病院

山口大学医学部
附属病院

香川県立
中央病院

高知県・高知市
病院企業団立
高知医療センター

中国５県災害時の相互応
援に関する協定

中国・四国地方の災害時
相互応援に関する協定

兵庫県･鳥取県
災害時の相互応援
に関する協定

近畿２府７県
危機発生時の
相互応援に
関する基本協定

物資提供
人材派遣

九州･山口９県
災害時相互応援協定

兵庫県･岡山県
災害時の相互応援
に関する協定

物資・人材輸送

応援・救援体制の連携
広域防災拠点ネットワーク
広域的な相互救護活動

危機事象発生時の四国４県
広域応援に関する基本協定

物資提供
人材派遣

巡回診療

救命救急センター（四国圏・瀬戸内海沿岸）

赤十字血液センター

本州四国連絡道路

重要港湾

航空輸送上重要な空港

高規格幹線道路・地域高規格道路等（供用）

危機事象発生時における
鳥取県・徳島県相互応援協定

連携テーマ４ 暮らしの安全・安心と防災ネットワークの整備

中国圏・四国圏の主な特徴

大規模な地震や津波等による広域災害が発生した際に、海路・空路を活用した災害時の応援・救援体制の連携を図るとともに、防災情報システムのネットワーク化による情報共有、防災意識の醸成
等防災教育を連携して行う。また、瀬戸内海における離島住民の医療・保健の確保に向けた取組を促進するとともに、中山間地域等における実践的な調査研究や情報交換等により、関係機関との連
携による支援体制づくりと地元の発意に基づく地域づくりの適切な支援を行う。

■海上輸送を活用した広域的な救援実績
○阪神淡路大震災の折には、陸上交通網が遮断されたため、港を核とした海上輸送で救
助隊や救援物資が輸送されるなど、海上輸送を活用した広域的な救援活動が行われた。
○中国圏・四国圏は、台風や豪雨等による水害、高潮・土砂災害等を受けやすい地域で
あり、今世紀前半には東南海・南海地震の発生やそれによって生じる津波の発生も予
測されることから、両圏域が連携して災害対策を行うことが求められている。

■船舶・架橋を活用した広域的な医療体制の存在
○瀬戸内海の離島等の医療・保健を確保するために、診療船による離島住民に対する医
療サービスの提供が行われているほか、海上タクシー等を活用した救急搬送が行われ
ている。
○本四架橋や安芸灘とびしま海道を活用した救急搬送や血液搬送等が行われている。

■持続的な地域経営が困難な中山間地域等
○中山間地域等では、過疎化、高齢化が深刻な状況となっており、生活サービスの低下
への対応等、地域の支援施策の検討を必要としている。また、中山間地域等は多面的
機能を備えており、今後もそうした機能の維持を図ることが重要である。

①広域的な相互救援活動の強化

②広域防災拠点のネットワーク化

③広域的な医療ネットワークの構築

④中山間地域等の支援
巡回診療船「済生丸」の運行範囲
（社会福祉法人恩賜財団済生会）

巡回診療船「済生丸」Ⅲ世号

（資料）社会福祉法人済生会ＨＰ

主な取組（事例）平成18年7月豪雨（島根県東部）時の広
域的な応急対策

排水ポンプ車派遣

排水ポンプ車派遣

大橋川
四国地整排水ポンプ車活動状況

（松江市）

①広域的な相互救援活動の強化

②広域防災拠点のネットワーク化

○災害時に広域防災拠点となる港を核として大量の救援物
資や復旧活動支援部隊を輸送するネットワークの構築
○港湾沿岸域の産業物流の停滞を回避し、国際競争力の確
保と社会経済力の維持継続を図るため、港湾間の代替・補
完機能を考慮しつつ、耐震強化岸壁の整備の推進

○圏域を超えた連携による広域的な防災情報システムの
ネットワーク化による情報共有
○「中国・四国地方の災害時相互応援に関する協定」等の相
互応援協定等を踏まえ、大規模地震等を想定した相互支
援シュミレーション、人材交流、関係機関との連携による広
域的な防災訓練の実施

平成20年度 総合防災訓練（四国地方整備局）

○救援物資の中継・分配機能
○広域支援部隊のベースキャンプ機能
○海外からの物資・人員の受け入れ機能
○災害医療支援機能

被災地

被災地

広域防災拠点

広域防災拠点

広域防災拠点 広域防災拠点

広域防災拠点

○救援物資の中継・分配機能
○広域支援部隊のベースキャンプ機能
○海外からの物資・人員の受け入れ機能
○災害医療支援機能

被災地

被災地

広域防災拠点

広域防災拠点

広域防災拠点 広域防災拠点

広域防災拠点

広域防災拠点ネットワークのイメージ

③広域的な医療ネットワークの構築

○瀬戸内海の離島住民の医療・保健を確保するため、診療船の活動
に加え、妊婦等を対象とした広域救急搬送システムに基づき、ドク
ターヘリ等も活用した救急体制の連携と充実

広域医療ネットワークのイメージ

救急医療機関 救急医療機関

架橋を活用した
広域救急搬送

医療船による
広域巡回診療

ドクターヘリによる
広域救急医療

中国圏

四国圏

瀬戸内海

島しょ部

④中山間地域等の支援

○両圏域において実践的な調査研究を進めつつ、持続可能な中山間
地域の形成に向けた情報交換等により、関係機関で連携して適切
な支援を行う体制を構築し、地元の発意に基づく地域づくりを支援

農地一筆マップの作成状況 活用事例：管理者年齢別マップ
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（事例）島根県中山間地域研究センターの共同研究例（農地の利活用分析）



呉

尾道
児島

坂出

フェリー航路（平成21年7月1日現在）
本四架橋

柳井港

高松港

宇野港

呉港

広島港

今治港

東予港
小倉港

大分港

別府港

徳島小松島港

新居浜港

八幡浜港

松山港

三崎港

佐賀関港

至 大阪

○日本海・太平洋にまたがる
交流連携の新たな展開

備讃瀬戸航路

来島海峡航路今治徳山港

竹田津港

鳴門

（四国圏については、四国８の字ルートを表記している。）

高規格幹線道路・調査中
(平成21年4月1日現在)

供用中

高規格幹線道路・事業中

宿毛湾港

臼杵港

佐伯港

至 北九州

至 東京

至和歌山

○旅客船・フェリー・本四架橋を
活用した地域活性化

○効率的な海上物流に資する
物流基盤の整備

浜田港

境港

至 ウラジオストク港 至 東海・ウラジオストク港

連携テーマ５ 広域交通ネットワークの連携促進

中国圏・四国圏の主な特徴

観光交流やビジネス交流の拡大、物流の効率化、産業の新展開等による両圏域の一層の振興と災害時のリダンダンシーの確保を図るため、高規格幹線道路ネットワーク等の整備やこれを活用し
た広域的な集客に向けた取組を進めるとともに、本四間のフェリー航路や離島航路の維持・活性化、船舶の大型化等に対応した物流基盤整備を進める。

■西日本を繋ぐ位置的役割
○中国圏・四国圏は、近畿圏と九州圏の間を繋ぐ西日本の中心に位置し、陸上・海上交通の要衝として重要な役割を担っている。

■航路・架橋による多様な交流の拡大
○中国圏・四国圏は海で隔てられているが、多数の航路で繋がれ、観光・産業・生活面での多様な交流が行われている。
○本四架橋が整備されたことにより、本州・四国間の大型トラックの通行量が増加するなど、以前より交流の規模が拡大している。
○本四間のフェリー航路や離島航路等採算が厳しい航路では減便・廃止などが続き、住民の生活の安定及び福祉の向上、環
境・防災対応等の観点に加え、広域観光の振興の観点から、その維持・活性化に向けた検討が必要となっている。
○日本海側では、境港と韓国（東海港）・ロシア（ウラジオストク港）、浜田港とロシア（ウラジオストク港）を結ぶ定期航路が開設さ
れ、西日本の新たな物流・交流拠点としての期待が寄せられている。

■瀬戸内海沿岸等のものづくり産業を支える物流基盤
○瀬戸内海沿岸には、工業地帯と一体となった多くの港湾があり、中国圏・四国圏のものづくり産業の強みとなっている。近年で
は東アジアの成長に伴い貿易量が急増しているが、今後は両圏域の国際競争力を高める上で、船舶の大型化等に対応した物
流基盤の強化が求められている。

①本四架橋等を活用した地域活性化

②日本海・太平洋にまたがる

交流連携の新たな展開

③効率的な海上物流に資する
物流基盤の整備

主な取組

①本四架橋等を活用した地域活性化

（事例）瀬戸内しまなみ海道振興協議会の概要
■構 成
２市１町（尾道市・今治市・上島町）および関係２５団体
■主な事業内容
○周辺市町の広域的課題に対する連絡調整及び事業の推進に
関すること
○瀬戸内しまなみ海道周辺地域の活性化のための調査、研究
及び施策の推進に関すること
○広域共同プロジェクトの推進に関すること
○瀬戸内しまなみ大学に関すること
○しまなみ海道レンタサイクルに関すること
○その他目的達成に必要な事項に関すること
（資料）瀬戸内しまなみ海道振興協議会ホームページより抜粋

（事例）瀬戸大橋スカイツアー

「瀬戸大橋」という長大橋資産を活用
して、普段立ち入ることができない、ＪＲ
瀬戸大橋線が真横を駆け抜ける管理
用通路や、海面から１７５ｍの塔頂へ
案内するツアーで、本州四国連絡高速
道路(株)、岡山県、香川県の３者が共
同事業として実施している。

（事例）みなとオアシスの取組

「みなと」を地域の方々や観光旅客等

多くの人が気軽に立ち寄り交流する憩い
の場、いわゆる「オアシス」として活用す
るため、海浜・旅客ターミナル・広場等
「みなと」の施設やスペースを活用した地
域交流拠点を認定するもので、中国圏、
四国圏合わせて22港が登録（うち7港は
仮登録）（H21.3末現在）されている。

○本四架橋や高速道路の一層の活用による地域振興を進め
るため、料金の引下げ等の弾力的な料金施策や中国・四国
をまたがる組織による広域的な観光交流・物流活性化策等
の利用促進施策の促進
○中国と四国、瀬戸内海の離島を繋ぐ航路の運航の効率化
や観光振興による交流人口の増加等その維持・活性化
○港の交流拠点機能の強化・充実

（事例）浜田港とロシア・ウ
ラジオストク港を結ぶ
ＲＯＲＯ船による中古
自動車の輸出

②日本海・太平洋にまたがる交流連携
の新たな展開

③効率的な海上物流に資する物流基盤の整備

○両圏域の連携による航路の増深等、船舶の大型化等に対応した物
流基盤の整備を推進することで、瀬戸内海航路体系の再構築、海上
物流の効率化を図る

○日本海側や太平洋側の広域的な物流拠点間の連携を視野に入れ、
中国圏・四国圏の交流連携に資する日本海沿岸から太平洋沿岸ま
での両圏域全域を繋ぐ高規格幹線道路ネットワーク等の構築

航路の整備（増深等）により大型船舶を含めたすべての船舶が安全で効率的な運航
が可能となり、産業活性化に寄与

深刻なボトルネックにより、瀬戸内海航路の船舶航行の安全性・効率性は低い

備讃瀬戸北航路

（-19m）

備讃瀬戸東航路

赤字：変更内容

備讃瀬戸南航路
（水深 -13m → -14m）

（幅員700m）

南北連絡航路

香川県

岡山県

広島県

愛媛県

来島海峡航路
（水深-14m）
（法線変更）

海難の多発

瀬戸内海航路整備計画（案）概要

迂回の発生

計画航路法線

現航路法線現航路法線

衝 突 23 件

乗 揚 24 件

その他 69 件

合 計 116 件

来島海峡における海難の発生状況

出典：海難レポート（運輸安全委員会）
（H15～H19の５ヶ年の合計、衝突は対船舶・対施設の合計）

関門航路-14m化と合わせて

-

迂回の解消

計画の実現により・・・

関門－阪神間の14m化が実現
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四国横断自動車道 阿南四万十線
（高知県高岡郡中土佐町付近)

中国横断自動車道 尾道松江線

（広島県世羅郡世羅町別迫地内）


